
1 

 

 

牛久市教育委員会１０月定例会会議録 

 

 

１．日  時  令和７年１０月３０日（木）午後４時００分 

２．場  所  ひたち野リフレビル ４階 第３会議室 

３．出席委員  川村 始子・𠮷原 英夫・宮本 芳子・久野 あい 

４．委員以外  教育部長            小川 茂生 

  の出席者  次長              稲葉 健一 

        次長兼スポーツ推進課長     高橋 頼輝 

        教育総務課       課長  橋本 早苗 

        教育施設課       課長  齊藤 孝順 

        教育支援課       課長  柴山 信一 

        生涯学習課     課長補佐  倉持 真治 

        中央図書館       館長  山越 義弘 

        教育総務課     課長補佐  宮嶋 亮輔 

        教育総務課       主査  小河原 晋 

５．欠席者   委員              磯山 貴洋 

        生涯学習課       課長  糸賀 珠絵 

６．会議録署名人 𠮷原 英夫 

７．議事事項  議案第２６号 牛久市教育委員会点検・評価（令和６年度対象）について 

８．その他 

 

 

司会 

 

  出席委員が、定数に達したため定例会の成立を宣言。 

 

 

教育長   開会を宣言する。 

 

 

  会議録署名人 𠮷原 英夫委員を指名する。 

 

 

教育長   それでは、議案第２６号「牛久市教育委員会点検・評価（令和６年度対象）

について」、事務局より説明をお願いいたします。 

 

 

教育総務課長   議案第２６号、牛久市教育委員会点検・評価につきましてご説明いたしま

す。 
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  既に９月の定例会で素案を皆さん方には提示させていただきまして、ご検討

いただきました。そのいただいたご意見を基に修正をしまして、筑波大学の浜

田博文教授に学識経験者としての外部評価を加えていただき、最終案となって

おります。再度ご確認いただきまして、公表への準備を進めていきたいと考え

ております。よろしくお願いいたします。 

 

 

教育長   事務局の説明が終わりました。質問等ありましたらお願いいたします。 

 

 

宮本委員   質問ではないんですけれども、７５ページ、同じ文章が２つあるので、そこ

を削除していただければと思います。よろしくお願いします。 

 

 

教育長   ７５ページの３行目と５行目。ありがとうございます。 

  その他ございますか。 

 

 

𠮷原委員   感想なんですけども、評価が全部Ｂで出てきているということは、Ａが本当

は一番いいんでしょうけれども、Ｃがないということは、それぞれうまくいっ

ているのかな、比較的うまくいっているのかなとそういう感じがして、大変感

謝しているところです。ただ、外部評価の学識経験者の意見書の中で、やっぱ

りちょっと気になるなということがあって、その辺をこれからどうしたらいい

のかなという気がして見ています。 

  例えば、７６ページの６行目、「指導主事による学校訪問はほぼ安定して行

われているが、各学校の教職員の若年化、授業研究の質、教職員間の協働性な

ど、多様な側面から要因を検討する必要がある」と書いてあって、その中の教

職員間の協働性というところで、学校訪問をさせていただいたときも感じては

いるんですけれども、先生たち同士でいろんな問題の共有化が図られているの

かなと。例えば、この間の三中で、欠席者があれだけ多いのに質問されても先

生が誰もそれに対して対応できない、答えられない、要するに把握していない

というそういうのを見たときに、やっぱり担任学年と管理職の連携、同じ視点

で仕事をしていれば、今日誰々さんが来ていないんだよとか、今まで休んでい

た誰々ちゃんが来ているんだよというようなそういう連携ができるといいな

と、それが当たり前なんだろうと私は思っていて、あのとき質問したんです

ね。ちょっと意地が悪かったかもしれないですけれども。ただ、それに対応で

きなかったということで、ちょっと私は残念に思いました。 

  あと、授業なんかにおきましても、同じ学年で同じ課題をやっているんだけ

れども、担任の先生によってやり方、使っているもの、そういうものが違うん

ですよね。だからああいうのも学年会とか教科部会等で、この教材、この課題
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に対してはどういう教材を使ったらいいのか、どういう課題にしたらいいの

か、どういう進め方がいいのかというのは、そういうちょっとした協働性、そ

ういうのが発揮できたらもうちょっと違うのかなと。 

  実は学校の対応に対して、ちょっと冷たいという保護者からの反応があるん

ですよね。やはり問題がある子とか能力が低いお子さんに対する教職員のまな

ざしというのが、もう少し温かくてもいいのかなというようなそういうお話を

聞くときがありますんで、ぜひ問題点の共有化とか、やっぱり指導技術の伝

承、そして教員自身の悩みの相談対応、そういうものができると、もうちょっ

といい学校づくりが子供たちの能力が高い分できるのかなと。先生たちも非常

に能力の高いものがあるんですけれども、やっぱり子供でも先生でもそうです

けれども、孤立化してしまうのが一番の問題だと思うんですね。ぜひ協働性、

同僚性、そういうものを発揮していただきたい。 

  なぜこんなことを言うかというと、子供たちに協働的な学びとあれだけ強く

言っているんだけれども、職員たちが協働性を発揮していないんで、やっぱり

そこはちょっと寂しいなという感じがしますんで、ぜひそういうところを教育

支援課長さん、来年にというか、この後に生かしていただけるとありがたいな

と思います。 

  以上です。感想でした。 

 

 

   議案第２６号について出席者全員の賛成を得る。 

 

 

教育長   本日の議事は終了いたしました。１０月定例会を終了いたします。 

  次回の定例会は、令和７年１１月２７日木曜日、場所はリフレビル４階第３

会議室で、時間は午後３時３０分の開催となります。 

  よろしくお願いします。この後、教育委員会全体での打合せを行いますの

で、そのままお待ちください。 

 

 


